
第 2回、3回Webオープンキャンパス（7/19、8/10） 学科相談コーナー Q＆A 

幼児教育保育学科 

 

Q１ 鳥取県内就職希望なのですが、県内就職の割合はどのくらいでしょうか。 

A1 本学科は地元就職を希望する学生が多く、毎年たくさんの学生が県内で就職をしています。2020年

3月卒業の学生で鳥取県内に就職したのは 83％でした。キャリア支援課や担任などのサポートも充実

しており、地元就職に強いと言えます。 

 

Q2 実習は遠いところに行ったりしますか？  

A2 1年次最初の教育実習はキャンパス内にある附属こども園で行います。そのほかの実習は、原則自宅

から通える距離で行います。大学の近くに下宿している学生も、この時は自宅から幼稚園や保育所に通

います。 

施設実習は通所または宿泊という形での実習になります。宿泊の場合は自宅から遠い場所になること

もありますが、その場合も実習先は山陰両県内になるよう調整しています。 

 

Q3 楽譜が読めなくても大丈夫ですか？  

A3 資格を取るために音楽や表現の授業があったり、ピアノレッスンがあったりします。 

入学時、楽譜が読めない学生もいますが、皆さん頑張って楽譜が読めるように勉強しています。楽譜が

読めなくても、授業で丁寧に教えられるので心配はいりませんが、読めるようになるとぐっと世界が広

がりますよ！ 

子どもたちと楽しく歌ったり演奏したりすることを想像するとワクワクしませんか？ 

まずは、耳で聞いて歌を覚えてみましょう！そうすると、楽譜も少しずつわかってきますよ！（と楽譜で

苦労した卒業生が言っていました。） 

 

Q4 ダンスが苦手ですが大丈夫ですか？  

A４ 子どもたちのダンスは、全身で喜びや楽しさ、その時の気持ちを表すものだと思います。「となりのトト

ロ」で、五月やメイがトトロと一緒に「どんぐりの芽が出る」ダンスを踊っていたのをご覧になったことが

ありますか？あんな楽しいダンスを子どもたちと一緒に作っていけたらいいですね。ダンスが苦手で

も、子どもたちの「体を使って表現したい！」気持ちを大切にすることを心に持っておけば、子どもたち

とダンスの楽しさを作り上げていくことはできると思います。グループワークでダンスをする授業もあ

るので、みんなと一緒に勉強していきましょう。 

 

Q5 入学までに何を勉強したらよいでしょうか？  

A5 保育職は、読む・書く・聞く力が必要です。新聞や TVで子どもにまつわる話題を意識するよう心掛けて

みてください。できれば、その内容を要約してノートに書く習慣をつけると力がつきます。 

それから、掃除・洗濯・料理など、生活に直結する力も必要なので、できる家事を増やしていくのもよい

と思います。 

体力も使うので、体を動かして体力づくりに取り組むのもよいでしょう。 

今の時期、とても暑いのですが、そんな中保育士さんたちは子どもたちと水遊びや虫取りなど、全身を

使って子どもたちとかかわっています。本当に頭が下がります。 

 


